
第三者審査報告書

　今年度の編集にあたっては、各ステークホルダーの皆さまにＪＲ東日本グルー
プの社会環境活動をより分かりやすくお伝えするため、最前線で安全やサービ
スを担う社員の声やグループ会社での環境に対する具体的な取り組みを数多く
取り上げるように努めました。さらに環境活動について冊子とＷｅｂにおける開
示方法の見直しを行い、より分かりやすい社会環境報告書をめざしました。

　編集を通じ、企業の社会的責任を果たし、地球環境問題へさらなる取り組みを進
めるためには、社員一人ひとりが自らの業務に責任を持って遂行するとともに、互い
に協力し連携することが不可欠であることを改めて実感しました。
　今後も、社会環境報告書をより充実したものとするため、ご意見・ご感想をいただ
けますと幸いです。

編集後記

1995年

1997年

1998年

2001年

2005年

2006年第5回環境広告大賞・環境庁長官賞ポスター部門（エコライフセンター主催）

グリーン・リポーティング・アウォード第1回環境報告書賞
優良賞（東洋経済新報社・グリーンリポーティングフォーラム共催）

グリーン・リポーティング・アウォード第4回環境報告書賞
優良賞（東洋経済新報社・グリーンリポーティングフォーラム共催）

第8回環境コミュニケーション大賞 環境報告書部門
環境報告大賞（地球・人間環境フォーラム主催・環境省後援）
平成18年度地球温暖化防止活動環境大臣表彰
対策技術導入・普及部門と対策活動実践部門の2部門で受賞（環境省主催）
第16回地球環境大賞
文部科学大臣賞（フジサンケイグループ主催・WWF Japan特別協力）

第6回地球環境大賞（日本工業新聞主催・WWF Japan特別協力）

第1回アクションプラン大賞・環境庁長官賞（全国環境保全連合会主催・環境庁後援）

第7回環境広告大賞・環境庁長官賞ポスター部門（エコライフセンター主催）
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11月

5月

4月

1月

12月
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2007年
平成19年度地球温暖化防止活動環境大臣表彰
技術開発・製品化部門受賞（環境省主催）

12月 第4回エコプロダクツ大賞エコプロダクツ部門環境大臣賞
（エコプロダクツ大賞推進協議会主催・財務省、厚生労働省、
農林水産省、経済産業省、国土交通省、環境省後援）

　2008年3月に「グループ経営ビジョン 2020 ─挑む─」
を発表され、環境面では、「現状にとどまらない。延長線上
にない高い目標を掲げる。既存の仕組みや制度の変革に
挑戦する。」という意味がこめられた「ギアチェンジ」の一項
目として、2030年度までに鉄道事業のCO2排出量を90
年度比で50％削減する」という目標を設定されました。
　2007年度の結果は、90年度比23％削減ですので、
厳しい目標設定ですが、一方、それを具体的にどのよう
な短期目標に落とし込んでいき実行されるのかが問わ
れていくと思います。
　また、2008報告書から各グループ会社の環境に係る
数値目標が公表されましたが、実績値の把握において、
より精度の高い数値を効率的に把握・集計できるように、
集計・チェックの仕組みを再検討することが望まれます。

KPMGあずさサステナビリ
ティ株式会社
矢尾  眞穂氏

第三者意見：JR東日本グループ社会環境報告書2008を読んで
　地球温暖化による気候変動やエネルギー問題が、予想を超える速さで顕在化する今、鉄道事業は環境負荷の
少ない公共交通として、これまで以上に社会からの期待が高まっています。その期待を受け止め、「究極の安全」
を目指した上で、「これまでの延長線上にない高い目標」を掲げ、持続可能な社会づくりに「挑む」姿勢を明確に
打ち出されたことを評価します。
　特に2007年度に90年度比23％削減した鉄道事業のCO2総排出量を、2030年度には50%削減すると
いう高い目標や、環境技術研究所を新設して鉄道環境技術の世界最先端をめざすことを掲げられたほか、自営
エネルギー源の水力・火力発電に加え、太陽光や風力など再生可能エネルギー導入を積極的に進めておられ、
今後の目標達成を期待します。その他、循環型社会に向けた取り組みと同様、長年整備されている鉄道林やふ
るさとの森づくりなど自然環境保全にも、一層高い目標を掲げて推進いただきたいと思います。
　また、パーク＆ライドやコンパクトシティーなど、環境負荷を減らした快適なくらしや地域づくりへ社会の関心
も高く、「駅ナカ」やＳｕｉｃａといった利便性の向上と共に、各地域の将来展望を見据え、活力ある地域再生の核と
して、より積極的に関わられることを願っています。

ジャーナリスト・
環境カウンセラー
崎田  裕子氏

今後の展望
　2008年度からは京都議定書第1約束期間に突入し、7月の洞爺湖サミットでは環境が重要な課題として取
り上げられるなど、地球環境問題に対する世界的な流れのスピードはますます加速しているといえます。
　このような変化の中、ＪＲ東日本グループは、2008年3月に発表した「グループ経営ビジョン 2020 ─挑む─」
において「地球環境問題に積極的かつ長期的に取り組む」ことを掲げ、同年6月にはこれまでの数値目標を見直
し、さらに高い目標を掲げ、それらの達成に向けてグループとして取り組みを進めることを宣言しました。
　これまでも、省エネルギー車両の導入や自営火力発電所の設備改善、さらには各職場からのエコ活動などを
通じて、CO2総排出量の削減をはじめとした環境負荷削減や、地球環境問題に対して真剣に取り組む企業風土
づくりを行ってきたところですが、この地球に生きるものの責任として、さらにもう一歩踏み出してまいりたいと
考えます。
　今後もＪＲ東日本グループは、持続可能な社会の実現に向け、社会環境活動の推進に、全力を挙げて努めてま
いります。

取締役
総合企画本部経営企画部長
一ノ瀬  俊郎
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社会環境活動のあゆみ
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日本国有鉄道からJR各社へ、東日本旅客鉄道株式会社発足
「第1回鉄道安全推進委員会」開催

「チャレンジ・セイフティ運動」を全社展開

「グリーンキャンペーン」スタート
お客さまのご意見を伺う「グリーンカウンター（現：お客さま相談室）」を設置

21世紀に向けた経営構想「FUTURE21」を発表
寝台特急に女性専用車両「レディースカー」登場

JR東日本発足5周年記念植樹実施
（以降、「鉄道沿線からの森づくり」として毎年度継続して実施）

上野駅リサイクルセンター開設（缶・ビン自動分別）
山手線など36駅で3分別開始

新入社員全員にエコロジー教育開始
鉄道利用者向け格安レンタカー「トレン太くん」登場

南秋田運転所リサイクル設備稼働
全駅を「分煙化」、普通列車を全面禁煙化

JR東日本のインターネットホームページ開設
CO2排出量などの具体的な環境目標を設定
環境報告書「JR東日本の環境問題に対する取り組み」発行

新木場リサイクルセンター開設（新聞・雑誌分別）
「世界で最も尊敬される企業」ランキング
（フィナンシャル・タイムズ紙）で27位に

安全性を高めたATS-Pを京葉線（一部開業）で使用開始

「第1回鉄道安全シンポジウム」開催

財団法人「東日本鉄道文化財団」を設立

エコロジー推進委員会を設置

山手線巣鴨駅にて3分別回収試行開始

終日禁煙を東京近郊およびエリア内主要駅に拡大

「安全基本計画」を発表

首都圏の切符リサイクル開始

新幹線第1次騒音対策完了

東京圏輸送管理システム（ATOS）使用開始

長野新幹線運転所、東京駅リサイクル設備稼働

「COP3」に国際鉄道連合（UIC）と共同で参加

新幹線第2次騒音対策完了
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「安全計画21」を発表。新津車両製作所ISO14001認証取得

大宮リサイクルセンター開設（缶・ビン自動分別）

サービスマネージャー登場

環境報告書において環境会計を開示

次世代通勤電車「ACトレイン」の走行試験を開始

大宮工場でISO14001認証取得

埼京線で「女性専用車両」試行導入

「JR東日本研究開発センター」開設

駅で回収した新聞古紙を再生したリサイクルコピー用紙の導入開始

「JR東日本総合研修センター」開設
ペットボトル再生制服を導入

9月 携帯電話文字情報サービスで列車の
運行情報配信サービスを開始

グループ中期経営構想「ニューフロンティア21」を発表
これに合わせ環境目標を改定

環境報告書に社会面と経済面も含めて
社会環境報告書として発行

大井工場、川崎火力発電所、新潟機械技術センターが
ISO14001認証取得

仙台総合車両所でISO14001認証取得

新幹線第3次騒音対策完了
「駅バリアフリー設備のご案内」パンフレットを配布

第1回JR東日本グループ環境経営推進会議開催

郡山工場でISO14001認証取得

「安全計画2008」を発表

ポジティブ・アクション「Fプログラム」スタート

世界初のハイブリッド鉄道車両「NEトレイン」の走行試験を開始

第1回安達太良ふるさとの森づくり開催

グループ中期経営構想「ニューフロンティア2008」を発表
これに合わせ、環境目標を改定

長野総合車両センターでISO14001認証取得

八王子支社で「JR東日本エコ活動」全職場展開スタート

「防災研究所」の設置

新幹線・特急列車の全面禁煙化

秋田総合車両センターでISO14001認証取得
お客さまサービス部を設置

4月 安全研究所、総合訓練センターを設置

3月

6月

7月

10月 鉄道博物館を開設

「グループ経営ビジョン 2020 ─挑む─」発表

環境目標を改定

ディーゼルハイブリッド鉄道車両「キハＥ200形」を世界で
初めて営業運転に導入

年 月 JR東日本グループの活動

年 月 JR東日本グループの表彰履歴

（注）事業所名は当時のもの
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